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グループ内組織再編に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、グループ内組織再編を実施することについて決議いたしまし

たので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．本グループ内組織再編の概要 

2021年３月１日を効力発生日として、当社の連結子会社である株式会社シーアイエス（以下、 

ＣＩＳ）と同社の 100％子会社（当社の孫会社）である株式会社フィニティ（以下、フィニティ）を

合併いたします。 

また、2021 年４月１日を効力発生日として、当社の連結子会社であるＪＢＣＣ株式会社（以下、

ＪＢＣＣ）と当社の連結子会社であるゼネラル・ビジネス・サービス株式会社（以下、ＧＢＳ）を

合併いたします。 

 

２．ＣＩＳとフィニティの合併について 

  （１）合併の目的 

ＣＩＳは、ソリューションの提供体制を強化するため、フィニティの全株式を 2020 年４月１

日に取得し、資本関係のもと両社は密接な協業を推進してまいりました。その結果、新規案件の

受注拡大や開発案件におけるリソース連携等、着実に当初想定通りの成果を上げてきております。

本合併は、この協業関係における諸成果を踏まえ、ＣＩＳとフィニティが組織上も一体となるこ

とにより、より強力かつ効率的なソリューション提供体制を構築するために実施するものであり

ます。 

フィニティは優秀なシステムエンジニアを擁し、東海地区地場の大手/中堅企業様に生産管理

システム、原価管理システム、販売管理システム等の基幹システムを提供するシステム開発企業

であり、本合併によりＣＩＳの営業力との相乗効果ならびにＣＩＳが先駆的に取り組んでいる超

高速開発手法やコンテナ技術の適用により、より付加価値の高いソリューション＆サービスをお

客様にお届けすることを狙いとしております。 



 

 

（２）合併の要旨 

①合併の日程 

合併契約承認取締役会      2020年 12月 24日 

合併契約締結       2020年 12月 24日 

合併期日（効力発生日）     2021年３月 1日（予定） 

 

なお、本合併は、ＣＩＳにおいては会社法第 796条第２項の規定に基づく簡易合併であり、

フィニティにおいては会社法第 784 条第１項に基づく略式合併に該当するため、いずれも吸

収合併契約承認の株主総会を経ずに行うものであります。 

 

②合併の方式 

本合併は、ＣＩＳを存続会社、フィニティを消滅会社とする吸収合併方式です。 

 

③合併に係る割当ての内容 

ＣＩＳと同社の 100%子会社間の合併であるため、本合併による新株式の発行及び資本金の増

加並びに合併交付金の支払いはありません。 

 
（３）合併当事会社の概要（2020年 12月 24日現在） 

 存続会社 消滅会社 

①名称 株式会社シーアイエス 株式会社フィニティ 

②本店所在地 愛知県名古屋市中区栄三丁目 11

番 31号 

愛知県名古屋市中区栄三丁目

11番 31号 

③代表者 代表取締役社長 福田 弘 代表取締役社長 藤原 正 

④事業内容 企業の情報ソリューションに関

連するトータルサービスの提供 

情報処理システムの開発およ

びコンサルティング等 

⑤資本金 173百万円 10百万円 

⑥設立年月日 1982年２月 26日 1997年 11月７日 

⑦発行済株式数 217,840 株 200株 

⑧決算期 ３月 31日 ３月 31日 

⑨大株主及び持株比率 当社 100％ 株式会社シーアイエス 100％ 

⑩純資産（2020 年３月末） 793百万円 576百万円 

⑪総資産（2020 年３月末） 2,195百万円 595百万円 

 

（４）合併後の状況 

本合併後において、存続会社であるＣＩＳの商号、本店所在地、代表者の役職・氏名、事 

業内容、資本金、決算期につきましては変更ありません。 



 

 

３．ＪＢＣＣとＧＢＳの合併について 

（１）合併の目的 

ＧＢＳは、Ｗｅｂアプリケーションプラットフォームである intra-martを活用したシステム開

発を得意としており、豊富な実績を有しております。また、システム開発事業の他、人材派遣事

業を首都圏において展開しています。当グループの中核事業会社であるＪＢＣＣと統合すること

により、得意分野の対象マーケットを拡大するとともに、超高速開発やコンテナ技術等新技術へ

の取り組み、間接部門の統合による生産性の向上により、競争力の強化と将来の事業成長につな

げることを目的としております。 

 

（２）合併の要旨 

①合併の日程 

合併契約承認取締役会    2020年 12月 24日 

合併契約締結        2020年 12月 24日 

合併承認株主総会（ＧＢＳ）       2020年 12月 24日 

合併期日（効力発生日）      2021年４月 1日（予定） 

 

なお、本合併は、ＪＢＣＣにおいては会社法第 796 条第２項の規定に基づく簡易合併であ

るため、吸収合併契約承認の株主総会を経ずに行うものであります。 

 

②合併の方式 

本合併は、ＪＢＣＣを存続会社、ＧＢＳを消滅会社とする吸収合併方式です。 

 

③合併に係る割当ての内容 

当社の 100%子会社間の合併であるため、本合併による新株式の発行及び資本金の増加並び

に合併交付金の支払いはありません。 

 

（３）合併当事会社の概要（2020年 12月 24日現在） 

 存続会社 消滅会社 

①名称 ＪＢＣＣ株式会社 ゼネラル・ビジネス・サービス

株式会社 

②本店所在地 東京都大田区蒲田五丁目 37番１

号ニッセイアロマスクエア 

東京都千代田区九段南 1 丁目６

番 17号千代田会館ビル 

③代表者 代表取締役社長 東上 征司 代表取締役社長 内海 弘之 

④事業内容 企業の情報ソリューションに関

連するトータルサービスの提供 

企業の情報ソリューションに関

連するトータルサービスの提供 

⑤資本金 480百万円 90百万円 

⑥設立年月日 1988年４月１日 1993年６月 29日 

⑦発行済株式数 10,000株 43,200株 



 

⑧決算期 ３月 31日 ３月 31日 

⑨大株主及び持株比率 当社 100％ 当社 100％ 

⑩純資産（2020 年３月末） 7,634百万円 497百万円 

⑪総資産（2020 年３月末） 19,737百万円 1,062百万円 

 

（４）合併後の状況 

本合併後において、存続会社であるＪＢＣＣの商号、本店所在地、代表者の役職・氏名、事

業内容、資本金、決算期につきましては変更ありません。 

 

４．今後の見通し 

本件両合併は、グループ内組織再編によるものであるため、当社の連結業績に与える影響につきま

しては軽微であります。 

 

以上 


